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進むコンビナトリアルバイオ工学研究
コンピナトリアルパイオエシ

ジニアリング研究会は、京都大

学の構図充美教授らを中心に結

寂された生物工学会内の研究

会。情報分子としてのDNAの
多種多様な分子ライプラリーを

使い、機能性DNAやRNA、
さらにはタンパク質などのライ

ブラリーに変換する多畿なツー

ルを開発してきた。

バイオ燃料生産に展開

問教授と神戸大の近藤昭彦教

授によって開発された醇母 「サ

ッカロイマイセス・セレピシ

エ」の細胞表面は、細胞の機造

や形態を維持

するため、多 F・・・.，.-.
微なタンパク ，情'U~悶 . -_， . 

賓が存在。表 三一- r 『 岬
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ーチすること CoIIPrlll."刷 拘 叫 働加

で、種々の犠能性タンパク質や バイオ燃穏には、パイオディ

ペプチドをディスプレーし、新 ーゼル燃絡やバイオエタノール

しい機能を持つ細胞のjlJ製が活 燃斜がある。縛戸大学統合パイ

発に行われている。 オリ 77イナリーセンターで

これまでに、多種多織なタン は、両方のバイオ燃演を酵母の

パク賓の表膚提示に成功し、!!iI 細胞表膚提示で推進している。

境分野への応用ではバイオ絵料 パイオディーゼル燃務で怯、

主主建への展開が加速している。 触媒のリパ』ゼを醇母の表周に

提示することで、擁物油からメ

チルエステルへの反応転換を可

銘とする、自自体触媒を開発。ま

た、パイオエタノー)v燃絡で

は、アミラーゼを酵母の表層に

提示することで、無蒸煮処建デ

ンプン質 (米類)から穫祭、エ

タノール発務に成功している。

この場合、外部から一切デン

プン分解諺紫を加えることな

く、効率よくエタノールを発修

生産できる。食糧と競合しない

非可食住バイオマスである稲'わ

ら、愛むら、サトウキピ茎の搾

りかずを原料としたエタノール

生産にも成功。 NEDO(新エ

ネルギー開発機第}の補助を受

けて、スケールアップおよび発

ー宅事
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際条件のE陸連化などの研究開発

が穣続的に推進している。

医療分野への応用研究も

コンピナトリアルパイオ工学

研究の環幾分野への応用を紹介

したが、医療分野などへの11(;凋

も多く行われており、今後さら

なる研宛侵織が期待できる。
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